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研究要旨 
「日本人の食事摂取基準 2010 年版」の水溶性ビタミンの食事摂取基準作成のワーキンググ

ループ長を勤めた．ここでは，葉酸の食事摂取基準に使用した資料の概説を図としてまとめた．



 

葉酸の食事摂取基準策定に用いた根拠

葉酸とは，狭義にはプテロイルモノグルタミン酸を指すが，広義には補酵素型，
すなわち，還元型，一炭素単位置換型およびこれらのポリグルタミン酸型も含む総称名である．
五訂増補日本食品標準成分表1)に記載された値は広義の意味の葉酸の値を，
図1に示したプテロイルモノグルタミン酸相当量として示したものである．
そこで，食事摂取基準もプテロイルモノグルタミン酸相当量として策定した．

プテロイルモノグルタミン酸の構造式（C19H19N7O6 分子量=441.40）

プテロイルモノグルタミン酸相当量として数値を策定

 
 

相対生体利用率の検討結果 1

ビタミン
平均値±SD (%)

めしを主食(1日の食事） 2005年版採用値

B1 67±20
B2 64±16
B6 73±5 75
ナイアシン 67±19
パントテン酸 69±11
葉酸 － 50
ビオチン －

C －

福渡努，柴田克己．遊離型ビタミンに対する食事中のB群ビタミンの相対利用率．
日本家政学会誌， 59, 403-410 (2008).

 
 
 



 

相対利用率の検討結果 2

ビタミン
平均値±SD (%)

食パンを主食(1日の食事） 2005年版採用値

B1 51±17
B2 47±14
B6 90±12 75
ナイアシン 61±14
パントテン酸 68±10
葉酸 49±21 50
ビオチン 83±21
C 95±18

福渡努，柴田克己．パンを主食とした食事中に含まれる水溶性ビタミンの遊離型ビタミンに対売る相対利用率．
日本家政学会誌， 60，57-63 (2009)．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
数字は引
用番号

DFE
μg/d

Duration RBC change
括弧内は実験終了時の値（カットオフ値は300 nmol/L以下）

tHcy change
14μmol/L未満が正常

5
Sauberlich
1987

Food 20+PGA80
(N=4)

180 92d ↓ (380 nmol/L) 低下したがカットオフ値以上 -
Food 200(N=3) 200 ↓ (330 nmol/L) 低下したがカットオフ値以上 -
Food 300(N=3) 200 → (470 nmol/L) -

Jacob 
1994

Food 25+PGA74 (N=10) 173 108d → →
7
Milne
1983

Food 200 (N=40) 200 6m ↓ (520+100nmol/L）低下したがカットオフ値以上 -

8
O’Keefe
1995

Food 30+PGA170
(N=5) 370 70d ↓ (380 nmol/L) 低下したがカットオフ値以上

Food 30+PGA270
(N=6)

570 ↑
Food 30+PGA370
(N=6)

670 ↑
11
Venn
2003

Food 241
(N=50) 241 24w → →
Food 241+5MTHF100
(N=53)

441 ↑ ↓
Food 241+PGA100
(N=52)

441 ↑ ↓
10
Brouwer
1999

Food 210
(N=22) 210 4w → →
Food 560
(N=23)

560 ↑ ↓
Food 210+PGA250
(N=22)

560 ↑ ↓
9
Cuskelly
1996

Food 200
(N=9) 200 3m → -
Food 268
(advice, N=7)

268 → -
Food 400
(N=10)

400 → -
Food 186+PGA269
(N=6)

724 ↑ -
Food 200+PGA400
(N=9)

1000 ↑ -

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Days

カットオフ値：300 nmol/L

Days

カットオフ値：300 nmol/L



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DFEの摂取量：150～250µg/日．平均200±68µg/日の集団
被験者ｊ：男子40名，19～54歳

血清葉酸値のカットオフ値は

7 nmol/L (=3.1 ng/ml)

赤血球葉酸値のカットオフ値は

300 nmol/L (=132 ng/ml)



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

血清葉酸値のカットオフ値は

7 nmol/L (=3.1 ng/ml)
赤血球葉酸値のカットオフ値は

300 nmol/L (=132 ng/ml)

赤血球葉酸値は実験最終日でも低下傾向を示していた．
さらに実験を継続すると，カットオフ値以下になる危険性もあるが，
直近の葉酸栄養状態を反映する血清葉酸値は平衡状態であることから，
この2名の赤血球葉酸濃度も平衡状態に近づいていると推測される．



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PGAを70日間付加：200，300，あるいは400µg/日．
被験者：非妊娠女性（21～27歳，47～67kg）



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カットオフ値
7nmol/L

実験最終日の血清葉酸値

今回の策定では
血清葉酸値は
指標とはしない．
その理由は，直近の
栄養状態しか反映
しないから．

カットオフ値
300nmol/L

実験最終日の赤血球葉酸値



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実験最終日の血清ホモシステイン値

カットアップ値
14µmol/L

引用文献8から得られる結論

• PGAとして200µg/日（DFEとしては300µg/
日）の摂取があれば，女性成人は十分に

葉酸栄養状態を維持することができる．

• EARはDFEとしては300µg/日以下である



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献9



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被験者：非妊娠女性（17～40歳），3か月間

拡大化

DFE摂取量

実験前のRCF値

終了時のRCF値

μg/L

μg/日

赤血球葉酸値のカットオフ値は
300 nmol/L (=132 µg/L)



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献10

被験者：18歳～45歳，女性66名，男性28名
4週間



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献10から得られる結論

• DFEとしては226µg/日の摂取があれば，成

人は十分に葉酸栄養状態を維持することが

できる．

• EARはDFEとしては226µg/日以下である．



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献11

Am J Clin Nutr, 2003;77:658-662.



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

耐容上限量

妊娠可能な女性において，神経管閉鎖障害の発症お
よび再発を予防するために，受胎前後の３ヶ月以上の
間，0.36～5mg/日のプテロイルモノグルタミン酸が投
与されているが, 副作用の報告はない．そこで，これ
らの報告から，NOAELを5 mg/日とし，文献値の体重
の値から，80µg/kg体重/日とし，UFを3として，

ULを27µg/kg体重/日とした．


